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研究成果の概要： 

慢性頭痛の一種である片頭痛の患者は縞模様・格子模様をまぶしく感じることが知られてい
る(Wilkins, 1996)。本研究では縞模様・格子模様を細かくしていったときのまぶしさの知覚の
変化を定量的に評価した。その結果，模様を細かくするほど片頭痛患者のまぶしさの知覚が増
大することが示唆された。また，大学病院に勤務する看護師を対象に疫学的調査を行った結果，
ストレスの多い主任補佐クラスの看護師およびモニターを頻繁に使用する中央検査室勤務の看
護師において比較的高頻度で片頭痛患者が認められた。 
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１．研究開始当初の背景 

従来の神経心理学の研究対象は脳損傷患
者における高次脳機能障害であった。対象疾
患は脳梗塞から神経変性性疾患およびうつ
病などの精神疾患まで多岐にわたるが，神経
心理学は脳機能の低下に伴うパフォーマン
スの低下を評価することを前提に発展して
きたと言える。一方で脳機能の異常な亢進が
原因で起こると考えられる光過敏性や耳鳴
りなどの感覚症状は，頭痛やてんかんなどで
頻繁に見られるにも関わらず国内外いずれ

においても神経心理学研究の対象として扱
われてこなかった。頭痛やてんかん患者の感
覚症状も生活に重大な支障をきたすことか
ら，筆者はこれらの感覚症状を神経心理学的
に評価し，治療や予防に生かすことを試みた。
また，脳機能の異常な亢進という従来とは反
対の視点から神経心理学的研究を進めるこ
とにより脳と心についての理解も深まるは
ずであると考えた。 
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２．研究の目的 

 本研究では最初にある症例（４６歳女性）
の光過敏性と思われる視覚症状を定量的に
評価することを試みた。視覚症状の性質およ
びその他の背景が次第に明らかになるにつ
れ，この症例の視覚症状と片頭痛の関係が次
第に明らかになった。次に，片頭痛と診断さ
れた症例（多数例）を対象に視覚症状の定量
的評価を行った。さらに，病院勤務看護師を
対象にアンケート調査を行い，視覚と頭痛の
関連性について検討した。 

 

（１）心臓カテーテルアブレーション手術後
の視覚症状の評価 

症例は４６歳女性で，不整脈の治療のため
に心臓カテーテルアブレーション手術を行
ったところ強いまぶしさの知覚と，光視症，
および視覚性保続が現れた。当時はまだこれ
らの症状がどのような疾患から生じている
のか全く不明であった。しかし，患者の話を
良く聞いてみるとまぶしさの知覚は幻覚と
は異なり，見ているものの輪郭に強く反応し
ているようであった。下図左のような図形を
見せたところ，通常は中央に赤い四角形が錯
視によって見えるはずであるにもかかわら
ず，下図右のように見えるとのことであった。
これは患者に輪郭が極端にくっきりと見え
ていることを示唆している。そこで筆者らは
心理物理学的手法を用いて片頭痛患者が感
じる「まぶしさ」の知覚を定量的に評価する
ことを試みた。 

 

 

（２）片頭痛患者多数例における光過敏性の
検討 

 片頭痛と輪郭に対する敏感さの関係につ
いて検討するため，片頭痛患者多数例を対象
に（１）と同様の検査を行った。また，片頭
痛には視覚前兆(visual aura)を伴うものと伴
わないものが存在することから，視覚前兆
(visual aura)の有無と輪郭に対する敏感さの
関係についても検討した。 

 

（３）看護師を対象とした慢性頭痛疫学調査 

 本調査では看護師における頭痛の実態を
調査した。また，リスクマネジメントの観点
から，「看護師業務が頭痛に与える影響」お
よび「頭痛が看護師業務に与える影響」につ

いて検討した。 

 

 

３．研究の方法 

（１）心臓カテーテルアブレーション手術後
の視覚症状の評価 

筆者らは輪郭に対する過敏性を定量的に
評価するために縞模様・格子模様を用いた検
査（下図）を考案した。輪郭のはっきりとし
た模様（矩形波）を用いた検査では模様が細
かくなるにつれて輪郭の数が増加する。した
がって患者が輪郭に過敏であれば，模様が細
かくなるにつれて患者のまぶしさの知覚は
増大するはずである。一方，輪郭のぼやけた
模様（正弦波）では模様が細かくなっても輪
郭はあまり増加しないことから，患者のまぶ
しさの知覚はそれほど増大しないものと予
想された。検査では，基準となる灰色の画面
を見た時に感じる眩しさを１として，各模様
を見た時に感じるまぶしさを１～１０の１
０段階で評価してもらった。 

 

 

 

（２）片頭痛患者多数例における光過敏性の
検討 

 視覚前兆(visual aura)を伴う片頭痛患者
12 名，視覚前兆(visual aura)を伴わない片頭
痛患者 15 名，および健常群 11 名を対象に
（１）と同様の検査を行った。 

 

（３）看護師を対象とした慢性頭痛疫学調査 

看護師 2357 名にアンケートによる慢性頭
痛の実態調査を行い，部署・役職・年齢別に
慢性頭痛（片頭痛，緊張型頭痛および群発頭
痛）の発病率を調べた。さらにリスクマネジ
メントの観点から，最近６か月間における
「仕事中の集中力の低下」「ひやり・はっと
経験」「自分のミスや不注意によって患者に
実際に何らかの不利益を及ぼしてしまった
経験」の有無についても尋ねた。 
 
 
４．研究成果 
（１）心臓カテーテルアブレーション手術後
の視覚症状の評価 

 結果は筆者らが予想した通り，この患者が
輪郭に敏感であることを示唆していた。輪郭
のはっきりとした模様を用いた場合には，模



 

 

様が細かくなるにつれてまぶしさの知覚が
増大した。これに対し，輪郭のぼやけた縞模
様を用いた場合，まぶしさの知覚は健常者と
差がなかった（下図）。 

 

 

 

（２）片頭痛患者多数例における光過敏性の
検討 

 輪郭あり模様ではどのグループも模様が
細かくなるにつれまぶしさの知覚が増加し
た。前兆あり片頭痛患者は前兆なし片頭痛患
者や健常群に比べて有意にまぶしさを強く
感じた。一方，輪郭がはっきりしない縞模様
でも模様の細かくなるにつれ，まぶしさの知
覚は有意に増加したが，頭痛の種類間で有意
差は認められなかった。 

 

（３）看護師を対象とした慢性頭痛疫学調査 

アンケート回答を国際頭痛分類第 2 版
(ICHD-2)に基づいて解析したところ，片頭痛
は 224 名，緊張型頭痛は 727 名，片頭痛と緊
張型頭痛の合併は 63 名，群発型頭痛は 3 名
に認められた。 

 

 
職位や部署に関しては，ストレスの多い主

任補佐クラスの看護師およびモニターを頻
繁に使用する中央検査室勤務の看護師にお
いて比較的高頻度で片頭痛患者が認められ
た。この結果はストレスや視覚刺激が片頭痛
の誘因の１つである可能性を示唆している。  

また，頭痛を持つ者は「仕事量と質の低下」
「ひやり・はっと」の経験頻度が高く，患者
に不都合を及ぼした者の割合も高かった。本

研究により頭痛が看護師業務に悪影響を及
ぼすことが明らかとなり，慢性頭痛の治療と
予防が医療安全上有意義であることが示唆
された。 
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